
Perpetual Calendar 

（万年暦ソフト） 
 

概要： 

 ユリウス通日を利用して、任意の年月のカレンダーを表示するソフトウェア 

 その年の干支、その月の 1日のユリウス通日、各日の干支も表示 

 

計算方法： 

 ユリウス通日(JD)は、紀元前 4712年 1月 1日正午を起点とする通算日数 

 Y年M月 D日の JD を以下の方法で求める。 

   修正した月“m”の導入 ： M = 1 or 2 の場合、m = M+12-3、 その他は m = M-3 

   修正した年“Yr”の導入 ： M = 1 or 2 の場合、Yr = Y-1、 その他は Yr = Y 

 ⇒ Y年 1,2月は Yr = Y-1, m = 10,11、Y年 3,4,・・・12月は Yr = Y, m = 0,1・・・9 

 Y+1年 1,2月は Yr = Y, m = 10,11 となる 

 1月、2月が前年の 13番目、14番目の月として扱われ、2月の末日が各年の 

 最後に来るので、当年の閏日の有無が日付のみで処理できるようになる 

   さらに修正した年“y”の導入 ： y = Yr +4800 

 ⇒ これにより、紀元前も含めて西暦の値をすべて正の数として扱うことが可能になる 

 

 ユリウス通日は以下の式で求められる 

 JD = d(y) + d(m) + d(d) - 32045  

 d(y) = 365*y + int( y / 4 ) – int( y / 100 ) + int( y / 400 ) 

  閏年を補正した、年数に基づく通算日数 ： 

   西暦年が 4の倍数でも、100の倍数かつ 400の倍数でない年は平年 

 d(m) = int(30.6*m+0.4) 

  指定年における前月末までの通算日数 ： 

   0.4は整数化した際に生じる実際の日数とのズレを補正する定数 

 d(d) = D 

  当月の経過日数 ： 

   当年の閏日の有無はこの部分に繰り込まれるので、他での補正は不要 

 -32045 

  年数のオフセットなどで生じたズレを補正する係数 ： 

 

  JDを 7で割った余りから曜日が、10および 12で割った余りから十干と十二支が求まる 

 



使用方法： 

 

 １ 表示される画面に、“年” “月” を入力して、“Show Calendar”ボタンをクリック 

 入力する日付は（紀元前等も含めて）グレゴリオ暦の値とする 

 （ユリウス暦表示の日付とは異なることに注意） 

 

 ２ その年の干支、その月の 1日のユリウス通日、その月のカレンダーが表示される。 

    （祝祭日の表示には対応していない） 

 

 

 表示例 

 

 

 

 


